
［成果情報名］ DNA マーカーによる品種識別と無機元素分析によるタマネギの高度産地判別法 
［ 要    約 ］ 北海道、兵庫県、佐賀県及び外国産を分類する 12 元素による４群の判別モデル、

国内３産地と外国産を分類する 7～８元素による２群の判別モデル、Sr同位体比（87Sr/86Sr）
と無機元素組成の組合わせによる判別式及び 19 種のDNAマーカーを用いた国内外の計 45 品種

のアリール頻度に基づくカタログを作成することで、高い的中率での判別が可能である。 
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［背景・ねらい］ 

 輸入量の増加に伴い輸入品を国産と表示する産地偽装問題の発生や国産品種が無断で海外で

生産される恐れが生じている。タマネギは産地に適した品種が栽培されることを利用して、タマ

ネギの無機元素組成、同位体比分析、DNA による品種識別から産地を判別する方法を開発する。 
［成果の内容・特徴］ 

１．タマネギ中の無機元素を ICP-AES 及び ICP-MS で測定し、北海道、兵庫県、佐賀県及び外国産

間で分類する 12 元素による４群の判別モデルを構築し、309 試料を 87％の分類率で分類で

きた。北海道産と外国産（７元素）、兵庫県産と外国産（８元素）及び佐賀県産と外国産（８

元素）間で分類する２群の判別モデル３種を構築し、それぞれ 96％、97％及び 94％の分類

率で分類できた。クロスバリデーションによる検証で、４群の判別モデルでは 85％の的中率

で、２群の判別モデルでは、それぞれ 94％、95％及び 94％の的中率で判別できた。 

２．Sr同位体比（87Sr/86Sr）は、第１段階でSr/Ca比、Ca濃度と組合わせ、第２段階で比による５

種の判別式を用い、その判定率は、86.3～96.7%であった。ブラインド試料 10 点による検証

で、第１段階で外国産と北海道産を、第２段階で国産、外国産と佐賀県産を判別できた。 

３．19 種の STS 化した DNA マーカーで、国内外の計 45 品種のアリール頻度に基づくカタログを

作成し、２群の比率の差の検定で、0.1％及び 1%有意水準で一部品種間を除いて識別が可能

であった。ブラインド試料 17 点による検証では、全４機関で品種識別でき、他殖性作物で

も品種を集団として捉え、マーカーの頻度比較で品種識別できることが示された。 
［成果の活用面・留意点］ 

１．無機元素組成による産地判別は、２群の判別モデルで、国内３産地産と外国産との判別への

使用が適当である。判別モデルは、複数試験室による妥当性確認を行い、農林水産消費技術

センターの検査業務に使用できる形にマニュアル化され、同センターの web site で公開され

る 

２．DNA マーカーよる品種識別は、北海道では主要な栽培品種が限定されるので、品種名を付け

た流通ができれば「産地偽装を見破る」有力な方法として利用できる。西日本では、栽培品

種も多く、多くは品種が混在して流通しているが、栽培・流通管理を適正にしてブランド化

すれば、品種偽装あるいは品種混在品との判別が可能となる。 

３．品種識別には、対象品種の同年産の最低 24 個体による各 DNA マーカーのアリール頻度カタロ

グを用い、15 個体以上の調査サンプルで判定する。また、相同性が高い品種の推定には、本

研究で作成した 45 品種の 2004 年度カタログ（発表論文に掲載）が使用できるが、本カタロ

グは国内で栽培されている全ての品種をカバーしていないこと、各品種のアリール頻度は採

種ロット毎に少なからず変化することに留意する。 



［具体的データ］ 
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①１２元素のよる４群の判別モデル作成 
②７～８元素による国内３産地と外国産 
との２群の判別モデル（３種）作成 

第１段階：Sr同位体比分析, Sr/Ca, Ca濃度による判別 

第２段階：同位体比に基づく推定式の作成 

ＲＡＰＤマーカーの選抜 
ＳＴＳ化したＤＮＡマーカーの作製 

無機元素組成解析 
２８元素の濃度データを取得（ICP-AES, ICP-MS）

１９種類のＤＮＡマーカーによるアリー
ル頻度による４５品種のカタログ作成 

[方法の検証]    
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図１ 産地判別法検討のフロー 
産 地 の 判 別 

ブラインド試料１０点によ
る検証で１００％の判定 

クロスバリデーションによる検証 
４群判別で８５％の的中率 
２群判別で９４～９５％の的中率 

品種による産地の推定 

ブラインド試料１７点による検
証で１００％の品種識別を達成 

［そ の 他］ 
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注）
マーカー名は、１．OPB3-577、２．tmL.F 
insert、３．OPF6-382、４．OPH-429、５．
API43、６．CHI-M1、７．CHI-M2、８．
OPN10-443 、９． OPBG19-516 、 10 ．
OPW13-636、11．OPN20-690、12．OJ39、
13．OPF6-873、14．API10、15．ANS、16．

3H、17．DFR、18．XbaＩ、19．ND4 F
 
２．は 375bp（図左）を＋、350bp（図右）
をー、19．は制限酵素処理で切（図右）を＋、
不切（図左）をーとし、その他のマーカーは
有無を＋－で調査。 

図２ タマネギの品種識別に用いた 19 種類の DNA マーカー
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